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図 1-4-1 本論文の構成 
第 1 章 序論 
研究の背景・目的、研究の課題














































5) 伊藤潤司，武田裕之，有馬隆文：PT 調査を用いた公共交通の利用実態と TOD 推進に向
けた方策の検討その 1，学術講演梗概集，F-1，都市計画，VOL2009，pp849～850，2009.07 








成 21・22 年度民間都市再生推進事業費補助金 
10) 神力潔司ほか，平成 21 年度地方の元気再生事業報告書「ゆとりライフ八幡の元気再生、
ＩＴＳプロジェクト（北九州市八幡中心地域）」の調査に関する実施報告書 








































（平成 21）年から 2年間に渡り実施した調査注 1)では、北九州市八幡東区は、1955（昭和
30）年から 1965（昭和 40）年代に斜面地や丘陵地などに住宅地が造成され、1972（昭和
47）年以降も人口が減少し始める中で街のスプロール化が進展し、標高 50 メートル以上
の斜面地においても市街地化が進行した結果、現在では 30 年以上の築年数の建物が 7割














スや NPO によるボランティア有償運送の制度化が図られた。 
  このような背景のもと、北九州市では“日常生活の移動手段の確保”を目的に全国に

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実拘束時間が 3 時間未満の場合は、3 時間として計算した額とする。 
②時間の積算については、1 日あたり 12 時間まで（2 日以上の行程については、
1 日あたり 8 時間）を上限として計算することとする。 
実際の運行は、運行効率と採算性を考慮し、14 名乗りワゴン車 2 台で 5 つのルートを
2 地域に分け分担し、ＡルートならびにＢルートとして一体的に乗合タクシーの運行を行
っており、そのルートマップを図 2-3-3-1 に示す。 
いずれのルートも枝光本町を中心として、Ａ・Ｂの 2 つの地域に 1 周 3.4km から 4.4km
の 5 ルートが設定され、2 台のワゴン車により 1 回 150 円という定額利用料金制により運
行されている。 
利用の推移は、2000（平成 12）年度から 2011（平成 23）年度までの 1 日当りの平均利
用者数をもとにした月別利用状況の推移を図 2-3-3-2 に示す。 
2000（平成 12）年 11 月から試行運行が開始され、1 ヶ月当りの利用者が 350 人を上回
り、一定の認知度を確保するには、2001（平成 13）年 5 月までの 6 ヶ月を要しており、
高齢者を含めた地域住民への周知の期間が必要であることがわかる。 






























































































































































































































































図 2-3-3-4 事業支出の推移（2000 年～2011 年） 
 
2000（平成 12）年から乗合タクシーの事業を開始しており、単年度黒字を達成したの
は、料金を 150 円に改定した 2007（平成 19）年からであるが、安定的に事業化を達成し

















































































































1 日 62 便の運行で、4 ㎞前後の短いルートを設定した結果、渋滞や乗降時間等の影響
による運行の遅れを排除し、定時性を確保している。また、15 分待てば必ず車両が来る
というダイヤを確保したことで利用客には好評であり、2010(平成 22)年度は年間 89,026
人の利用者を確保するに至っている。これを 1 ㎞あたりの乗車人数に換算すると 1.29 人
の乗車が行われていることが分かる(表 2-3-3-3 参照)。 
 











































日の出ルート 3.5 ㎞ 19 66.5 ㎞ 19,750.5 ㎞ 26,291 人 1.33 人
山王ルート 3.7 ㎞ 12 44.4 ㎞ 13,186.8 ㎞ 11,757 人 0.89 人
山王・藤見ルート 4.4 ㎞ 3 13.2 ㎞ 3,920.4 ㎞ 3,537 人 0.90 人
荒手ルート 4.0 ㎞ 21 84.0 ㎞ 24,948.0 ㎞ 34,695 人 1.39 人
枝光ルート 3.4 ㎞ 7 23.8 ㎞ 7,068.6 ㎞ 12,746 人 1.80 人











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 22 年 7月開店 
お弁当・お惣菜「味やす」 
平成 22 年 10 月開店 
飲食店「うどん屋かず」 

















































































































































  図 2-3-3-5によるとルートと重なる町丁目の人口（ルート人口）は16,817名から14,531




  その影響からか年間利用者数の減少と合わせ、図 2-3-3-5 に示すとおり年間利用者数
の人口割合も 7.12 ポイントから 5.56 ポイントまで減少していることがわかる。この年
間利用者数の減少に対処するため、表 2-3-3-4 に示すとおり、2008(平成 20)年度より運








































世帯数　（世帯） 7,398 7,345 7,417 7,411 7,388 7,338
ルート人口　（人） 16 ,817 16,558 16,454 16,286 16,018 15,730
高齢化率　（％） 22.79% 23.41% 23.68% 24.08% 24.29% 24.81%
利用者数　（人） 36,147 117,829 126,428 125,718 117,116 111,015













世帯数　（世帯） 7,381 7,334 7,310 7,233 7,190 7,190
ルート人口　（人） 15 ,550 15,298 15,078 14,826 14,531 14,531
高齢化率　（％） 25.20% 25.74% 26.10% 26.57% 26.85% 26.85%
利用者数　（人） 115,292 112,025 96,816 90,409 89,026 80,815



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ためには、表 2-3-3-3 で示したルート別距離・利用者実績（2010 年度）により次のとお
り設定する。 
・平均利用者数 ・・ 1.30 人／㎞ 
・平均距離 ・・・・ 4.0 ㎞／ルート 
・平均周回時間 ・・ 15 分／ルート 
よって、1 時間当たりのルート周回数は以下のとおりとなる。 
・60 分 ÷ 15 分(1 ルート) ＝ ４ルート／h 
・利用料金 ・・・・ 150 円／1 ルート 
以上のことから、1 時間当たりの収入は以下の式より求められる。 
・1.30 人／km×4 ㎞／ルート×4 ルート／h×150 円／人 = 3,120 円／h 
株式会社光タクシーは、一般乗用旅客自動車運送事業に加え、一般貸切旅客自動車運
送事業の認可を受けており、ジャンボタクシーの 1 日当たりの貸切料金が 33,000 円で、8
時台から 18 時台までの 1 日約 10 時間乗合タクシーを運行しているため、1 時間当たりの
ジャンボタクシー貸切料金は 3,300 円であり、この時点では若干の赤字であるが、ほぼ採
算がとれている。 
実態としては、図 2-3-3-3 ならびに表 2-3-3-2 に示したとおり、運賃と回数券による
収入の他に商店街からの協賛金や広告料等の収入（680,000 円）があるため、事業性の確
保が可能になると判断できる。 
・680,000 円÷300 日(運行日数)÷10 時間(運行時間)＝ 227 円 






















  以上にもとづき事業採算性を判断するために定式化すれば以下のとおりとなる。 
・平均利用者数×平均距離×平均周回数×料金 ≦ チャーター料金 ・・・ 式 1 








て確認する（表 2-4-1-1 参照）。 
 




かわらず 2006（平成 18）年には年間利用者数が微増するとともに、2007（平成 19）年に
は若干の黒字化を達成することができた。 
  その後、さらなる年間利用者数の減少に対応するために、2008（平成 20）年には枝光
地区やまさか乗合ジャンボタクシー運営委員会（地域交通運営協議会）の主導により、
運賃を 100 円から 150 円に値上げ改訂した結果、大幅な黒字化を達成できている。 
  2009（平成 21）年には、各ルートの共通の拠点である枝光本町商店街に無料休憩所を
設置するなど地域コミュニティの醸成へ貢献する活動が新たに展開されたこともあり、
2010（平成 22）年の年間利用者数が大幅に減少することを食い止めている。 















年間延べ利用者数 36,147人 117,829人 126,428人 125,718人 117,116人 107,866人
1日平均利用者数 299人 397人 424人 423人 398人 376人



















年間延べ利用者数 115,144人 111,354人 96,816人 90,409人 89,026人 80,815人
1日平均利用者数 392人 381人 328人 306人 297人 282人
運　　賃 100円 100円 150円 150円 150円 150円
3店舗開店 1店舗開店
軽油車両に更新

































































































































14,531 89,026 6.13 4.0
帯広市 大正地区 あい君・のりちゃん 7,413 農村型 離散型 3,500 4,037 1.15 10.0
岩手県 雫石町 あねっこバス 37,695 農村型 離散型 19,055 32,443 1.70 25.0




6,235 農村型 離散型 18,769 9,258 0.49 10.0
福島県 二本松市 ようたすカー 9,514 山間型
集中型
（盆地）
34,948 10,356 0.30 10.0














20,000 14,844 0.74 8.0
長崎市 丸善団地 乗合タクシー なし 地方主要都市型
集中型
（斜面）








































注1) 都市環境改善支援事業報告書「八幡中央町地区（福岡県北九州市）」平成 21・22 年
度民間都市再生推進事業費補助金 
注2) 八幡東区全体の建物棟数で見ると、全体の 22％が 1948年以前に建てられた建物で、
それ以降で 1978 年以前の築年数 60 年～30 年の建物が 55％を占め、築年数 60 年以
上と合わせると全体の 77％が築 30 年以上の建物である。 













斜面度 1-2 20％ 37％ 35％ 
斜面度 2-3 24％ 34％ 36％ 










①交通事業者が運行開始時に要する費用に 大 460 万円の助成 
②交通事業者が車両更新時に要する費用に 大 300 万円の助成 
③交通事業者の収支が赤字の際に、赤字額の一部に助成 
【助成の条件】 















学会年報，VOL.43，pp60-65，2010 年 5 月，交通目的や自動車保有率を考慮した上
での利用者予測モデルの提案と重要構造分析を行った 
注9) 大井尚司：地域交通の維持確保における交通事業者の存在意義，土木計画学会第 45























































































































































































図 3-2-1 移送密度と利用者特性からみた生活交通の分類 
























































































































①交通事業者が運行開始時に要する費用に最大 460 万円の助成 
②交通事業者が車両更新時に要する費用に最大 300 万円の助成 
③交通事業者の収支が赤字の際に、赤字額の一部に助成 
【助成の条件】 


















っており、そのルートマップを図 3-3-1-1 に示す。 
















































図 3-3-1-2 各ルートの停留所 
 
両ルートとも人口は減少傾向であり、高齢化率も北九州市の平均値を上回る数値で推






































































































































図 3-3-1-3 ルート別人口・高齢化率の推移 
 


















 町丁字名 世帯数 人口 男 女 高齢化率 世帯当りの人数
八幡東区 35,226 80,748 37,742 43,006 21.27% 2.3
枝光地区 7,553 17,167 8,218 8,949 21.90% 2.28
八幡東区 35,350 78,186 36,465 41,721 23.03% 2.22
枝光地区 7,417 16,454 7,814 8,640 23.68% 2.22
八幡東区 35,147 76,182 35,530 40,652 23.67% 2.17
枝光地区 7,388 16,018 7,636 8,382 24.29% 2.17
八幡東区 35,152 73,757 34,253 39,504 25.13% 2.1
枝光地区 7,334 15,298 7,204 8,094 25.74% 2.09
町丁字名 5歳未満 5～ 9歳 10～14 15～19 20～24 25～29
八幡東区 2,720 3,001 3,578 4,650 5,384 4,969
枝光地区 508 612 774 1,011 1,293 936
八幡東区 2,662 2,833 3,148 4,227 4,825 4,538
枝光地区 514 549 646 876 1,028 994
八幡東区 2,429 2,811 3,027 3,674 4,567 4,188
枝光地区 476 533 634 788 932 928
八幡東区 2,285 2,765 2,844 3,254 4,009 3,853
枝光地区 436 546 572 687 812 874
町丁字名 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59
八幡東区 4,024 3,850 4,445 6,010 6,250 6,341
枝光地区 797 823 974 1,287 1,286 1,278
八幡東区 4,455 3,861 4,002 4,784 6,887 5,510
枝光地区 874 797 867 1,055 1,455 1,108
八幡東区 4,421 3,968 3,874 4,336 5,872 6,049
枝光地区 856 808 839 971 1,280 1,231
八幡東区 4,051 4,424 3,891 3,978 4,652 6,620
枝光地区 810 819 796 861 1,040 1,366
町丁字名 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85歳以上
八幡東区 6,021 6,001 5,232 3,817 2,329 2,126
枝光地区 1,332 1,372 1,187 848 497 352
八幡東区 5,845 5,971 5,464 4,223 2,603 2,348
枝光地区 1,229 1,306 1,255 934 565 402
八幡東区 5,950 5,692 5,390 4,474 2,985 2,475
枝光地区 1,192 1,240 1,214 988 659 449
八幡東区 5,237 5,517 5,444 4,714 3,358 2,861

















7,525 7 ,365 7 ,194 7,211 7 ,191 7 ,129 6 ,975 6 ,934 6,910 6 ,870 6 ,761 6 ,659 6 ,659




22 .80%23 .03%23 .25%





































































































































図 3-3-2-1 斜面度の定義 
 
この方法にもとづき、100ｍメッシュと等高線を重ね合わせ、斜面度ごとに八幡東区全
体の色分を行った地図が図 3-3-2-2 である。 
さらに、図 3-3-2-3 は、上記の等高線にもとづく斜面度データをもとの斜面地に建つ
住宅の抽出方法を示すイメージ図である。等高線をメッシュに落とし斜面度を定義し、
その斜面度に、住宅の図面を重ね合わせる作業を行っている。     





7,553 7,417 7,388 7,334























































図 3-3-2-2 八幡東区の斜面度メッシュ 

























































































区分H20年3月 種別 合計 世帯数 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２
門司区 自家用 35,761 51,271 0.697 0.703 0.697
若松区 自家用 32,109 38,666 0.830 0.826 0.823
戸畑区 自家用 21,075 30,121 0.700 0.704 0.700
小倉北区 自家用 67,122 94,228 0.712 0.712 0.706
小倉南区 自家用 79,882 94,225 0.848 0.842 0.839
八幡西区 自家用 99,469 114,773 0.867 0.856 0.857
八幡東区 自家用 23,815 35,896 0.663 0.668 0.662
北九州市計 自家用 359,465 459,180 0.783 0.780 0.771
















































































































































































































図 3-3-5-3 斜面度 


























































  以下の事業の概要を記す。 
① 対 象 地 区：北九州市八幡東区 中央町、春の町周辺地区 
② 対 象 者：地域住民（主に交通弱者） 
③ 運行時間帯：通勤時間帯を除く昼間時間帯（9:30～16:30） 
④ 運 行 目 的：コミュニティ交通による地域利便性向上・活性化・交通弱者対策、 
コンパクトシティ移行に適した交通手段の確立 
⑤ 特   徴：既存交通事業者の潜在的利用者拡大 
      既存交通事業者の潜在的ノウハウの活用 
      ICT 技術の活用による生活交通計画支援 
⑥ 調 査 項 目：生活利便性向上の方策の検証（ルート、ダイヤ、運用設計） 
      環境負荷に対する効果の検証 
      公共交通活性化へのインセンティブ設計 


























































































































































った拠点として発展を続けている（写真 3-4-2-11、写真 3-4-2-12 参照）。 
   



























































































図 3-4-2-16 医療施設の分布図 
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図 3-4-2-17 市民会館の分布図 
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 4.2.4.1 人口密度（図 3-4-2-19 参照） 
  図 4-2-4-1 に町丁目別の人口密度を示す。多くの丁目で、人口密度が 100 人/ha 以下で
あることが分かる。人口密度が 140 人/ha を超した丁目は、1998 年の５カ所から、3カ所
に減少した。高い順に並べると、昭和 3丁目（221.3 人/ha）、中央 1丁目（191.9 人/ha）、
前田 1丁目（148.9 人/ha）。 
  一方、40人/ha を切る丁目（青色系）が、50カ所に上り、115 丁目の 43%となる。40






























 4.2.4.2 高齢化率（図 3-4-2-20、図 43--2-21 参照） 
1998 年から 2008 年の 10年間で、65 歳以上人口の割合が 25％を超える町丁目は 93 カ
所に増加した。全区の約三分の二が超高齢社会の高齢化率であり、高齢化問題がますま
























図 3-4-2-20 八幡東区の 65 歳以上の人口割合（2008 年） 
 
10 年前（1998 年）における、八幡東区の 75歳以上人口の割合を見ると、10％を超え
る町丁目は 62カ所で、約全体の半分、25％を超える町丁目は、大字尾倉（27.3％）の下
記の１カ所であった。 
これに対し、図 3-4-2-21 は、八幡東区の町丁目別の 75歳以上の高齢者割合を示して
いる。75歳以上人口の割合が 10％を超える町丁目は 102 カ所まで増加し、全体の五分の
四となった。さらに、75歳以上の高齢者割合が、25％を超える町丁目は、高見 4丁目






















 4.2.4.3 斜面度（図 3-4-2-22、図 3-4-2-23 参照） 
「3.2 地形」において述べた定義にのっとり斜面度ごとに八幡東区全体の色分けをおこ





















































































































































































図 3-4-4-2 乗り合いタクシーのチラシ 
 
さらに、運行状況やタウンミーティングの開催に際しては、広報用のホームページを作
成し、広く地域住民への広報を実施した。下記 URL にて公開した。 
URL: http://www.suhigashida.info/ 






















































 5. ICT 機器開発と運用 
  コミュニティ交通（乗り合いタクシー）の運行車両において、GPS 等を利用して位置
情報を取得して利用客に対し待ち時間等の目安を提示するプロトタイプシステムを構築



























      ○車両の位置情報をリアルタイム（5 秒置き程度）に把握した 
      ○東田地区及び周辺エリアを対象とする 
      ○八幡駅北側エリアまで対象とする 
      ○PC やスマフォに地図情報と共に提示 
      ○携帯電話にテキストで接近情報を提示（まもなく、あと 1 分など） 



















































バス位置情報システム ＋ 乗客管理システム ＝ 自立・持続
信頼度の高い運行データを蓄積し、ルートやダイヤの最適化支援の方策を研究
76 
      ○宅内表示機に接近情報を提示（スマコミ） 
②乗降管理 
○Felica タイプの任意の IC カードや携帯電話をかざすことで乗降を管理 
○FelicaID と連携した会員登録 
○IC カード未所持者に対するイオンの WAON カード(1 枚 300 円)の配布 
      ○会員登録と連動し登録メールアドレスに対して乗降情報を送信 






























図 3-5-1-2 システム概要図 
77 
 5.1.1 GPS による位置情報の即位とサーバーへの情報登録 
今回、端末として利用した iPhone については、事前に何らかのプログラムをインスト
ールすることなく、サーバーへアクセスすることで、位置情報を登録する。なお、簡易















 5.1.2 乗り合いタクシー位置情報表示システム 
今回の実験では、車内表示用に iPad を使用した。当初、この iPad で GPS 測位し、位置
情報の登録も行う予定であったが、乗り合いタクシーの利用者から画面が見やすい位置
に設置すると車両の位置によって GPS 測位できない事象が発生したため、位置情報の登
録は前述の iPhone、車内の表示システムについては、iPad を使用することとした。 
 
<動作手順＞ 
① iPad 専用アプリにてサーバーにアクセスする。 
② アプリは地図情報を取得し、表示する。 
③ 定期的（5 秒毎）にサーバーにアクセスし、最新








図 3-5-1-3 位置情報登録動作 











でのスナップショット）として作成し、表示させる（図 3-5-1-5 参照）。 
 






























図 3-5-2-1 システム概要 
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次に時間帯別の利用状況について整理した（表 3-6-1-2、図 3-6-1-7 参照）。 












図 3-6-1-7 時間帯別の利用状況 

















  以下、各種の集計ならびに概況を記す。 
 




表 3-6-1-3 性別集計 
女性の利用者が圧倒的に多い。 
                         図 3-6-1-8 性別比率 
 










      表 3-6-1-4 年齢比率          図 3-6-1-9 年齢比率 
 60 歳以上の利用者が 7割を占める。       
 





































































図 3-6-1-11 ルート別曜日別の利用状況 
 


































曜日別割合 月 火 水 木 金 土 日 合計
枝光ルート 36 64 43 45 67 64 47 366
神山町ルート 72 59 72 70 105 66 42 486
春の町ルート 21 16 23 10 38 27 6 141
西本町ルート 36 62 48 46 56 38 25 311
合計 165 201 186 171 266 195 120 1,304




































天候 晴 曇 雨 雪
日数 17 19 8 12
行ラベル 合計 / 枝光 合計 / 神山町 合計 / 春の町 合計 / 西本町
雨 55 60 21 37
晴 86 144 36 89
雪 83 126 36 87
曇 142 156 48 98
総計 366 486 141 311
88 





ため、2ヶ月間の利用者が延べ 1300 名を上回った。 
また、地域住民自らが利用しなければ将来的にも乗り合いタクシーの運行が継続的に
おこなわれない可能性があるという、将来の生活の利便性を意識した価値観へ変化した。 






















































































































































始め、1965（昭和 40）年の 35.3 万人をピ－クに八幡東区の人口は減少に転じた。そうし
た中、1995（平成 7）年には高齢化率が 21%を超える超高齢社会を迎え、2010（平成 22）
年では 30%を超えている少子超高齢社会・人口減少社会の中にある。 
八幡東区の人口構造は全国より 20 年ほど早く推移し、人口減少社会、超高齢社会を形
成しつつある。1974（昭和 49）年の分区（地区人口 13.25 万人）から 2009（平成 21）年
（7.27 万人）までの 35 年間の減少率は 45.1%で、年 1.29%と極めて高い割合で進行し、
2005（平成 17）年には高齢化率が 28%を超えている。さらに、人口の減少率は 2020 年に





3.16 万戸の住宅と 0.76 万戸の空き家があるが、そのうち 1960 年以前に建築された住宅が
0.56 万戸で約 18%と高い数値となっている。斜面地に空き家、廃屋、空き地が多くみら
れ、斜面地を有する町丁の人口減少率と高齢化率は平坦地の町丁に比べると高い。全国
的に見ても 2008（平成 20）年 10 月 1 日現在における全国の総住宅数は 5759 万戸となっ
ており、2003（平成 15）年からの 5 年間に 370 万戸（6.9％）増加。3 大都市圏の総住宅
数は 3010 万戸で、全国の 52.3％。総住宅数 5759 万戸のうち、空き家は 756 万戸となっ
ており、2003（平成 15）年から 97 万戸（14.6％）増加している。その結果、総住宅数に














していく社会政策の再整備が必要になっている（表 4-3-1-1 参照）。 
 
表 4-3-1-1 八幡地区略史 1) 
1889（M22）年 八幡村誕生（尾倉村、大蔵村、枝光村合併 人口 2,111 名） 
1906（M39）～1909 年  製鐵所第１期拡張工事（1910 年製鐵所人員規模 7,000 人） 
1917（T06）年 八幡市誕生（人口 86,682 人 福岡県下第２位の都市） 
1930（S05）年 市内緑化計画、帆柱山一帯の風致維持計画着手 国調 16.8 万人 
1931（S06）年 土地区画整理が 1939 年までの間に集中する 県営道路舗装工事着手 
1934（S09）年 日本製鐵（株）創立（官営八幡製鐵所と民間 5社の合併） 
1945（S20）年 米軍の空襲で八幡の街は廃墟と化す 戦災都市に指定 




（五市合併 北九州 103.2 万人 八幡区 34.9 万人、八幡製鐵所戦後ピ
－ク従業員 4.4 万人これ以降堺・君津等に転出はじまる） 
1970（S45）年  新日本製鐵㈱発足（八幡製鐵所従業員 3万人）国調人口 33.2 万人 
1974（S49）年 行政再編により分区、八幡東区（13.2 万人） 
1988（S63）年 北九州市ルネッサンス構想策定 
1990（H02）年 スペースワールド開業  国調人口 9.1 万人 
1994（H06）年 東田土地区画整理、基盤整備着工 
1998（H10）年 日本テレコム社立地（企業誘致第 1号） 
2001（H13）年 東田地区で「北九州博覧祭 2001」開催、 
「八幡駅前地区第１種市街地再開発事業」着工 
2002（H14）年 土地区画整理事業竣工（総事業費  約５００億円） 
        いのちのたび博物館」「環境ミュージアム」開館 
2003（H15）年 環境共生まちづくりモデル地区指定、北九州国際物流特区指定 
2005（H17）年 「地球温暖化対策・ヒートアイランド対策モデル地域」指定 
2006（H18）年 イオン・ナフコ 大規模商業施設オ－プン 
2008（H20）年 「環境モデル都市」北九州の先進モデル拠点 






















写真 4-3-1-1 人通りの少ない中央町商店街通り 
 
3.2 地理的特性と課題 
八幡東区の居住エリアは山裾の斜面地まで含めると東西約 6km、南北は 1.5km～3km の
幅をもつエリアに現在 7.2 万人が住んでいる。DID 地区注 5)でみるともっと縮退した状態
になり南北の幅が縮まる。 
交通は東西に戸畑方面からの JR 鹿児島本線、国道 3 号線、県道、主要地方道、山の手
線が主に平坦地を通り抜ける。南北には山の手線から国道 3 号線、県道をつなぐ延長 1km
の勾配のある道路が街区ごとに配されている。 







  域内の交通状況をみると JR 駅は枝光駅、スペースワールド駅、八幡駅と 3 駅ある。枝
96 
光駅の利用客のピ－クは 2005（平成 7）年（298 万人）で、1999（平成 11）年（195 万人）
から急激に減少し 2007（平成 19）年（117 万人）であり、定期券利用者が 80%を占める。
八幡駅のピ－クは 1907（昭和 40）年（402 万人）でそれ以降は年々減少し、2007（平成
19）年（262 万人）で、定期利用者は約 72%である。このように JR 利用者の減少がみら
れ、同時に路線バスも総体的に営業路線縮小と乗客減少傾向が強い注 6)。 
これは北九州市八幡東区内の事業所数・従業者数の推移をみても 1975（昭和 50）年に
7051 所（従業員数 7.6 万人）であったのが、2006（平成 18）年では 3938 所（従業員数
3.5 万人）と減少は大きい注 7)。また、主要幹線道路の交通量は 1999（平成 11）年と 2005
（平成 17）年の比較では大差はない注 8)。昼夜間人口比でみると 2000（平成 12）年で 1.02



































































































































































































































図 4-4-3-1 レンタ・サイクルとコミュニティ・サイクルの機能比較 
 






は、1987 年にスイスの学生の間で始まり、2006 年末現在、ヨーロッパを中心に世界 18




























































































































































































































































































































・のりあいタクシー（乗車定員 10 名）：斜面地と中心市街地の 2 ルート 
運行期間 平成 21 年 12 月 1 日～平成 22 年 2 月 28 日 
運行時間 午前 9 時～午後 5 時 20 分 
運行間隔 各便 20 分間隔にて運行（1 時間 3 便、1 日 25 便） 
所要時間 春の町ルート 4,100ｍ（15 分 20 秒） 
  東田ルート 3,800ｍ（12 分 49 秒） 
・コミュニティ・サイクル 
のりあいタクシーの 2 つのルートの結節点である中心市街地に拠点を整備 
電動アシストサイクルを 10 台配置 
・カーシェアリング 
のりあいタクシーの 2 つのルートの結節点である中心市街地に拠点を整備 
























































図 4-6-1-1 性別の利用者状況 






女性 226 92 318 
男性 89 30 119 















また利用者の年代については、60 台と 70 代とを合わせて全体の 7 割を占めた。30 代







の約 8 割が男性であり、利用者の年代についても 40 代は少ないものの各年代の利用実績













図 4-6-1-3 コミュニティ・サイクル利用者の状況 
 
また、平均利用時間は、極端に長時間にわたり利用した 1 名を除くとその平均は 19.9
分であり、「のりあいタクシー」の結節点である中央町商店街を拠点として商店街内や東




  6.2 乗車時間帯 
  乗車時間帯については、前述した通り早朝と夜間を除く運行時間としたことから、午
後以降の買い物の時間帯に乗車が集中することも予想されたが、実際の結果は次の通り




































図 4-6-2-1 時間帯別利用者の状況 
 
  6.3 乗降場所 
春の町ルート、東田ルート共に、乗車エリアと下車エリアとして も多かったのは、




























































図 4-6-3-1 乗降場所別利用者の状況 
 





























































































かなければならないということが言える（図 4-6-3-2 参照）。6)7) 



















































































リピーターとしての利用者を含め 1 回の利用時間が平均 20 分程度であり、「のりあいタ
クシー」のルートから新旧の中心市街地までの往復に活用されており、当初の目的に対
して一定の効果があった。次に、中心市街地周辺の斜面地に居住する住民に対する中心





































注7) 北九州市の「事業所・企業統計調査」の「第 3表 産業小分類別全事業所数及び男
女別従業者数－市区」より八幡東区を抜粋した。
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/soumu/file_0368.html 















1005 一般国道３号 北九州市門司区西新町２丁目 37,648 27,263 7.1
1012 一般国道３号 北九州市八幡西区皇后崎町 49,170 32,684 11.8
1019 一般国道１０号 北九州市小倉南区朽網東２丁目 55,950 41,199 17.9
1038 一般国道３２２号 北九州市小倉南区徳吉西１丁目 34,423 26,398 12.1
1005 一般国道３号 北九州市門司区西新町２丁目 34635 25318 7.2
1012 一般国道３号 北九州市八幡西区黒崎３丁目 68870 46510 14.9
1019 一般国道１０号 北九州市小倉南区横代東町２丁目 65703 46270 12.1





















































































質・住環境の向上に重点を置いた「住生活基本法（平成 18 年法律第 61 号）」が 2006 年 6










































































ビオ東田ヴィルコート I 街区、II 街区 合計 218 戸）。これらに加え、現在、新日鉄エンジ
ニアリング株式会社の単身寮が建設中である（合計 231 戸）。核家族向けマンション、単身
寮のいずれも環境負荷を低減するための設備が数多く導入されており、一般的なマンショ
ンに比べると大幅な CO2 削減効果がある。 






る一般のマンションに比べて、約 20％の CO2 削減効果がある。 





























降の図 5-3-2-1 日本の人口動向、図 5-3-2-2 北九州市の人口動向、図 5-3-2-3 八幡東区

















































45.7 43 40.1 36.8 32.8 31.4 30.1 28.9 26.3














































































































































































































































































































































































図 5-3-2-4 でも示すように一般的な人口 5区分においては 65－74 歳を前期高齢者とよ
び 75歳以上を後期高齢者という。さらにこれらの 65 歳以上の人口が全体に占める割合
において 14－21％を高齢化社会、21－28％を超高齢化社会（前期）、28%－40%を超高齢化
社会（後期）、40%－50%を長寿社会、50%以上を超長寿社会と呼称する。これらを踏まえ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 5-3-2-5 北九州／八幡東区の高齢化割合の比較 
 
3.3 アンケート結果の分析 
アンケート項目よりサンプリングとして使用した設問は表 5-3-3-1 のとおりである。 
 




選択肢：①取組んでいる  ②まあ取組んでいる  ③どちらとも言えない  

































































～図 5-3-3-7 参照）。 
 
 
図 5-3-3-1 環境行動集計 


















日常生活に関係ない 10.30% 52.30% 8.30% 49.70%
取組んでいる 25.20% 17.70%







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 3 4
京都議定書 0.75 -0.11 -0.26 0.02
温室ガス 0.7 -0.06 -0.01 0.27
マイバッグ 0.66 -0.51 0.22 0.05
洞爺湖 0.62 0.14 -0.35 -0.2
エコドライブ 0.59 -0.22 -0.26 -0.28
ヒートポンプ 0.55 0.27 0.16 -0.48
クールビズ 0.53 -0.24 -0.23 0.06
マイ箸 0.28 -0.77 0.26 0.06
ストック型 0.34 0.7 0.06 0.18
マイボトル 0.49 -0.62 0.2 0.06
スマートグリッド 0.49 0.6 0.13 -0.27
フードマイレージ 0.26 0.23 0.71 0
サマータイム 0.44 0.29 -0.57 0.01
カーボンオフセット 0.41 0.22 0.49 -0.43
グリーン電力 0.51 0.21 0.02 0.63
200年住宅 0.24 0.37 0.23 0.63
累積寄与率（％） 26.4 43 53.3 62.8
136 
 












































1) 住生活基本法（平成 18 年法律第 61 号） 
2) 住生活基本計画（平成 18 年 9 月閣議決定） 
3) 住生活に関する国民アンケート～未来の「住まい」を考える～ 国土交通省住宅局 
2010.6，http://www.mlit.go.jp/report/press/house02_hh_000037.html 
4) 平成 21 年度サスティナブル都市再開発促進モデル事業「北九州市八幡東区東田地区総
合開発事業」（特定非営利活動法人 夢追いバンク）環境省総合環境政策 2010.2 
5) 「ライフスタイル・生活専門委員会」検討状況中間報告（案） 2007.11，
http://www.mlit.go.jp/singikai/kokudosin/keikaku/lifestyle/9/lifestyle_shiryou.html 
6) 地区まちづくりルール普及・推進ガイドブック（平成 21 年度） 地区レベルのまちづ






























①男性   ②女性 
該当する性別にマークしてくださ
い 




い ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ●
年齢の一の位をマークしてくださ
い（０は⑩にマークしてください）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ●
問 3 
現在同居されているご家族の人数についてお尋ねします 
①1人 ②２人 ③３人 ④４人 ⑤５人 ⑥６人 ⑦７人 ⑧８人  
⑨９人 ⑩１０人 ⑪１１人以上 
あなたを含めた家族の人数をマー
クしてください 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ●
問 4 
ご家族の構成についてお尋ねします 
①単身  ②夫婦のみ  ③二世代（親子等）  ④三世代（親子，孫等） 
⑤その他（            ） 
該当する構成にマークしてくださ
い ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ●
問 5 
お住まいの住居の形態についてお尋ねします 
①持ち家一戸建  ②持ち家マンション  ③借家一戸建   
④民間賃貸マンション・アパート  ⑤市町村営、県営などの賃貸住宅 
⑥その他 （               ） 
該当する形態にマークしてくださ
い ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ●
問 6 
お住まいの住居の延べ床面積についてお尋ねします。 
①30 ㎡以下   ②31～59 ㎡   ③60～89 ㎡   ④90～119 ㎡ 
⑤120～149 ㎡  ⑥150～179 ㎡  ⑦180～199 ㎡  ⑧200 ㎡以上 
該当する面積にマークしてくださ
い ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ●
問 7 
お住まいの住居の築年数についてお尋ねします 
①２年以内  ②３～５年  ③６～10 年  ④11～20 年  ⑤21～30 年 
⑥31 年～40 年  ⑦41 年～50 年  ⑧50 年以上 
該当する年数にマークしてくださ





















 地区    町名 
①西 部 ： ①桃園  ②前田   ③祇園   ④西本町  ⑤平野  ⑥尾倉 
②南西部 ： ①花尾町 ②祇園原町 ③西台良町 ④東台良町 
③中 部 ： ①春の町 ②上本町  ③中央   ④東田   ⑤大蔵 
④中南部 ： ①天神町 ②東丸山町 ③大谷   ④神山町  ⑤末広町 ⑥西丸山町 
⑤北 部 ： ①荒手  ②枝光   ③白川町  ④枝光本町 ⑤宮田町 ⑥大宮町 
⑦日の出 ⑧諏訪   ⑨山王   ⑩藤見町 
⑥南 部 ： ①豊町  ②景勝町  ③勝山   ④猪倉町  ⑤羽衣町 ⑥河内 
⑦田代町 
⑦北東部 ： ①高見  ②八王寺町 ③川淵町 
⑧東南部 ： ①中尾  ②松尾町  ③清田   ④山路   ⑤大平町 ⑥山路松尾町 
⑦中畑 
⑨東 部 ： ①昭和  ②荒生田  ③茶屋町  ④槻田   ⑤石坪町 ⑥祝町 
⑦竹下町 ⑧東鉄町  ⑨東山   ⑩宮の町 
⑩その他 ： （                  ）八幡東区以外の方 
 
該当する地区にマークしてください ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
該当する町名にマークしてください ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
問 9 
現在保有している自動車の台数についてお尋ねします 
①１台  ②２台  ③３台  ④４台  ⑤５台以上 




①７㎞未満／㍑  ②８㎞／㍑  ③９㎞／㍑  ④10 ㎞／㍑  ⑤11 ㎞／㍑ 
⑥12 ㎞／㍑  ⑦13 ㎞／㍑  ⑧14 ㎞／㍑  ⑨15 ㎞／㍑  ⑩16 ㎞／㍑以上 








①関心がある ②まあ関心がある ③どちらとも言えない ④あまり関心がない 
⑤関心がない  

















①テレビや雑誌、新聞を見て  ②ゴミの分別や家電リサイクルの規制を知って、 
③省エネ製品の増加      ④学校や生涯学習で学んで 










①個人より行政・企業の問題     ②エネルギー問題の実感がない 
③難しくて理解できない       ④生活には直接影響がない 
⑤エネルギーより重要な問題がある  ⑥その他 
該当する項目にマークしてください ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
問 15 
省エネに対してどのようなイメージをお持ちかお尋ねします（３つまで回答） 
①習慣として当たり前にする     ②地球環境にやさしい生活をする 
③積極的に取組む          ④生活を経済的に豊かにする節約手段 
⑤取り組みの効果が実感できない   ⑥手間と時間がかかり面倒 




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
問 16 
日常生活において意識的に省エネに取組んでいるかお尋ねします 
①取組んでいる  ②まあ取り組んでいる  ③どちらともいえない  
④あまり取組んでいない  ⑤取組んでいない 




答）①手間や時間がかかる        ②何をすればよいかわからない 
③効果が疑問            ④生活を切り詰めるイメージがある 
⑤お金がかかる           ⑥興味がない 
⑦省エネ商品が身近に売っていない  ⑧法律で義務化されていないから 
⑨他に重要な問題がある       ⑩その他 
該当する項目３つ以内にマークしてくださ
い ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
 
 













①簡単な取り組み方法を示す     ②省エネ商品を安く販売する 
③省エネ効果を示す         ④学校や生涯学習での教育の充実 
⑤わかりやすい表現・説明にする   ⑥イベントやシンポジウムでの PR 強化 
⑦支援政策の継続を保証       ⑧行政の補助の充実 
⑨法律での規制強化（規制や罰則、環境税の導入など）  ⑩その他 
該当する項目３つ以内にマークしてくださ
い 




①よく知っている  ②まあ知っている  ③どちらともいえない 
④あまり知らない  ⑤知らない 
クールビス・ウォームビズ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
マイバッグ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
マイボトル ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
マイ箸 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
フードマイレージ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
エコドライブ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
ヒートポンプ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
サマータイム ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
京都議定書 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
洞爺湖サミット ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
カーボンオフセット ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
２００年住宅 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
グリーン電力 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
スマートグリッド ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
温室効果ガスの排出量取引 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
ストック型社会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
 











①電気  ②都市ガス  ③プロパンガス（LP ガス）  ④灯油  ⑤その他 
コンロ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
暖房機器 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●





①高くなった  ②やや高くなった  ③かわらない 
④やや安くなった  ⑤安くなった 
電気  【       円】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
都市ガス【       円】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
ＬＰガス【       円】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
ガソリン【       円】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
軽油  【       円】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●




①徒歩  ②自転車  ③マイカー  ④バス  ⑤路面電車   
⑥モノレール  ⑦電車  ⑧その他 
通勤・通学の移動手段 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
買物の移動手段 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
レジャーの移動手段 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●





















①既に導入している          ②導入を検討している  
③名前は知っているが内容は知らない  ④名前も内容も知らない 
⑤名前も内容も知っているが導入しない 
説明  Ｃ：１つのエネルギー源から熱と電気など２つ以上の有効なエネルギーを取り出し 
て利用するシステム 
Ｄ：自然冷媒である CO2 を使ったヒートポンプシステムにより、大気中の熱を汲み 
上げて給湯に必要な熱エネルギーとして利用する給湯器 
Ｅ：排熱を再利用してお湯を沸かす高効率なガス給湯器 
A.太陽熱温水器／ソーラーシステム ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
B.太陽光発電システム ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
C.家庭用コジェネレーションシステム ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
D.CO2 冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュート） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
E.潜熱回収型給湯器（エコジョーズ） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●




①よく知っている  ②まあ知っている  ③どちらともいえない 
④あまり知らない  ⑤知らない 
太陽光発電（太陽電池を利用して発電） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
太陽熱利用（太陽熱温水器などの利用） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
風力発電（風の力で発電機をまわして電気を作る） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
温度差熱利用（夏は大気よりも冷たく、冬は大気よ
りも暖かい河川水などの温度差を利用） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
バイオマス燃料（バイオマスを化学変換するなどし
て各種燃料を製造） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
雪氷熱利用（雪や氷を保存し、農産物の保冷や冷房
用の冷熱源として利用） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
クリーンエネルギー自動車（電気自動車、天然ガス
自動車など） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
天然ガスコージェネレーション（天然ガスを利用し




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
 
 
























③見直しの必要は無い  ④どちらとも言えない  ⑤その他 
























③自宅への荷物の無料配送  ④歩道や自転車専用レーンなどの整備拡充 
⑤駐車場利用料金の有償化  ⑥わからない  ⑦その他 
該当する項目３つ以内にマークしてくださ























④その他（             ） 





























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
 
 


















①取組んでいる      ②まあ取組んでいる  ③どちらとも言えない 
④あまり取組んでいない  ⑤取組んでいない 
⑥自分の日常生活には関係がない 
不必要な自動車の使用は控え、できるだけ
電車やバス、自転車を利用しています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
電気・ガスなどの消費量を把握し、節減を
心がけています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
洗濯はまとめて行う ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
お風呂の残り湯を洗濯に利用 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
ガスや電気の使用量を抑える方法で調理 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
エアコンのフィルターを定期的に清掃 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
温水を流しっぱなしにしない ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
洗剤は適量を計って使用 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
洗濯する時は、まとめて洗うようにしてい
る ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
冷蔵庫は詰めすぎず整理整頓 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
冷蔵庫の扉は開閉を少なくし、開けている
時間を短くするように気を付けている ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
お風呂は、間隔をおかずに入るようにして、
追い焚きをしないようにしている ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
ポットや炊飯器の保温時間をなるべく短縮 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
空調は冷房 28 度、暖房 20 度を目安に温度
設定 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
電気製品は必要時以外には電源を切る ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
不要な照明はこまめに消す ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
テレビをつけっぱなしにしたまま、他の用
事をしない ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
こまめにコンセントを抜き待機電力量を減
らす ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
買い物袋を持参、商品の包装を断る（マイ
バック使用） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
車を控え、公共交通機関や自転車、徒歩で
移動 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
エレベーターやエスカレーターより階段を
利用 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
井戸水を風呂水や植木の散水、防火用水な
どに使用しています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
 













家庭で雨水を溜めています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
水道水の使用を減らす工夫をしています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
紙類や飲料容器などのリサイクルに協力す
る ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
マイボトルを持ち歩く ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●











①取組んでいる      ②まあ取組んでいる  ③どちらとも言えない 
④あまり取組んでいない  ⑤取組んでいない 
⑥自分の日常生活には関係がない 
資源の種類に沿った回収システムに参加、
協力しています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
家具などを修理・修繕して長く使うように
しています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
フリーマーケットなど、不用品の交換会に








① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
ごみや資源の分別を徹底しています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
吸い殻や空き缶等の散乱防止など、まちの




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
自然環境についての実態調査や情報提供




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
 




















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
洗剤は、なるべく石けんを使用するととも




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
環境保全に関する地域の団体・グループに
協力・参加しています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
河川や公園にごみを残したり、汚さないよ
うにしています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
騒音やペットなどによる近所迷惑をかけな
いように心がけています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
地域で環境について学び、行動する機会を
つくっています ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
市や区その他の団体などが開催する環境学












①取組んでいる      ②まあ取組んでいる  ③どちらとも言えない 
④あまり取組んでいない  ⑤取組んでいない 
⑥自分の日常生活には関係がない 
北九州市内産の野菜を買うようにしていま
す ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
使い捨て商品や、むだなものはできるだけ




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
家電製品などの購入の際は、省エネルギー、
省資源に配慮したものを選んでいます ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
過剰包装をしていないものを選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
詰め替え商品を選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
リサイクル品を選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
車を運転する時はアイドリングストップな
どに心がけます ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
エコドライブ（ふんわりアクセス）を心が
けている ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
アイドリングはできる限りしないように気
を付けている ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
燃料効率の良い自動車やハイブリッド自動
車などの低燃費車を購入する ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
車を買うときは、環境によりやさしい低公
害車を選んでいます ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
水道の蛇口に節水型ものを取り付けている ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
照明は、省エネ型の蛍光灯や電球型蛍光ラ
ンプを使用している ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●
家庭で太陽光発電や太陽熱温水器を利用す
る ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ●


























































































（表 6-2-1-1、表 6-2-1-2 参照）。 
 



































合計 999 2 53 752 56 3 133 391 
祝町 11 1 9 1 5 
枝光 92 4 74 4 10 37 
大蔵 36 3 23 3 7 19 
河内 12 1 9 2  
皿倉 269 1 13 207 9 1 38 98 
高槻 15 1 10 4 5 
高見 69 6 46 8 9 24 
槻田 72 4 58 4 6 41 
八幡 214 7 166 16 25 50 
ひびきヶ丘 86 4 61 3 1 17 51 
花尾 98 1 5 72 7 1 12 46 
その他 25 4 17 2 2 15 
出典：福岡県警察「福岡県刑法犯公立小学校校区別認知件数（平成 20 年中）」 
 
  参考のため、八幡東区内のその後の刑法犯合計の推移について紹介すると、平成 21 年






表 6-2-1-2 平成 20 年度校区別人口あたり刑法犯認知件数 
校区名 刑法犯合計 人口 件数/人口 備考 
祝町 11 4,959 0.002  
枝光 92 7,347 0.013 斜面地・高齢化地域
大蔵 36 7,545 0.005  
河内 12 376 0.032 斜面地・高齢化地域
皿倉 269 14,783 0.018 斜面地・高齢化地域
高槻 15 3,245 0.005  
高見 69 6,012 0.011  
槻田 72 7,968 0.009  
八幡 214 4,766 0.045 斜面地・高齢化地域
ひびきヶ丘 86 7,821 0.011  












































































































 イギリス コミュニティ・インタレスト・カンパニー法 
 アメリカ 不動産法 マンション法、CIC 法 
 イタリア 社会的企業法 
 韓  国 社会的企業育成法、国土形成促進法 
 ベルギー 社会的目的会社 
 その他 
BID（business Improvement District） 
＊BID は、各地で多様な名称が用いられている。 
MID；Municipal Improvement District 
SID；Special Improvement District 
CID：Community Improvement District 南アフリカ 
158 
PID；Public Improvement District 
BIA；Business Improvement Area  カナダ 
CID；City Improvement District 等 
 
1970 年代からカナダ、アメリカでは中心市街地活性化の効果的な実践策として、ビジ
ネス･インプルーブメント･ディストリクト （Business Improvement District; BID) の手法
が展開されてきた。BID 制度とは、区域内の不動産所有者から負担金として一定額を徴収
し、その資金を直接地域の活性化に活用するものである。 
1970 年カナダのトロント市（ブロアーウェストヴィレッジ地区）で法律による BID が
開始されて以来、世界各地で事業者、不動産所有者等が納税することによって現在約 1,800
以上もの BID が設立され、その効果が認められている。 近年ではイギリス（イングラン
ド）が 2004 年 9 月に BID 法を制定し、ドイツのハンブルクでも 2005 年 1 月に BID 法が



















CIC の類似概念としては、HOA (Home Owner’s Association)、RCA (Residential Community 
Association)、CA (Condominium Association)、CID (Common Interest Development)、PD 
(Planned Development)、COOP（Cooperative Housing)等があり、実態としては同じような
機能を果たすコミュニティであっても州や地域によって名称が異なる場合がある。 
   CIC は、次のように分類される。 
159 
 Territorial CIC 
日本のマンション管理組合に類似し、建物及び付属施設・設備の管理を中心と
するもの。 




アメリカで CIC が普及した要因としては、次のものが挙げられる。 
  一つは、自治体サービスの補完・代替である。CIC に関する調査結果 5)によれば、 草
刈り、剪定、落ち葉清掃を行う CIC は 90 ％以上で、塵芥回収、外装補修、駐車場補修を
行う CIC が 70 ％以上となっている。街灯の維持管理は 59 ％の CIC が行っている。もう
一つは、CIC による管理によって地域のマネジメントが十分に行き届くため、CIC 管理地
域は他の地域よりも安全・安心であり、不動産の評価額も高くなることである。 





かに CIC 居住者のほうが非 CIC 居住者よりも大きい。このため、居住者は長期間にわた
って経済的負担に耐えられるかどうかを検討した上で CIC による自治が行われている地
域に住む必要がある。 





1921 年に Kensington Association（ロングアイランド、ニューヨーク州）が自治体化され
たのが初めての例であるといわれる。また Pennsbury Village Condominium（ペンシルバニ
ア州）、Lake Waukomis（ミズーリ州）、Palos Verdes Estates（カリフォルニア州）も初期の
例である。 











  このような状況を背景として、自治体による CIC 規制も行われるようになってきた。
バージニア州の場合、CIC オンブズマン(Common Interest Community Ombudsman)が CIC
と住民との間の紛争調停等にあたっている。また、Information Fund Regulation、Virginia 
Real Estate Cooperative Act、Condominium Act、Non Stock Corporation Act、Property Owners' 
Association Act 等を通じて規制を行っている。 
  わが国において、BID や CIC は町内会・自治会等の地縁的団体に代わってエリアマネ
ジメントを行う組織を構築する上で参考になる部分は大きい。しかし、アメリカにおけ
る諸問題発生の事例に鑑みると、BID や CIC がエリアマネジメントにおいて果たす大き
な役割を認めた上で、自治体の条例等によって自治体が一定の範囲内で類似組織の管理
運営に関与することが必要となろう。もとより法的強制力を伴う条例の制定は容易では























＜必要条件と充分条件の整理の例（表 6-3-1-1 参照）＞ 
計画の目的・・・・定住人口の増加 
 


























① 構  造：堅牢（RC）、非堅牢（木造、軽量鉄骨） 
② 用  途：住居系（低層住居専用、中高層住居専用、住居）、 
商業系（近隣商業、商業）、工業系（準工業、工業、工業専用） 
③ 築 年 数：築年数（棟数割合、述べ床割合）、築年代（棟数割合、述べ床割合） 
④ 階  数：用途別、築年数、構造 
＜地理的状況（GIS を活用した分析）＞ 
① 高  度：等高線を活用した高度 
② 斜 面 度：敷地斜面の傾き度合い 
＜人口の状況（GIS を活用した分析）＞ 


















表 6-3-1-2 中央町における短期・長期の視点 






































































































(2) 欠かせない 5Ｗ2Ｈ 
いつ   ：事業時期・事業期間・ 
どこで  ：事業対象エリア・対象地 
誰が   ：事業主体・運営主体・協力者など 
何のために：事業目的 



















一般的に住宅地は 50 年で居住者の世代交代が起きるといわれている。35 歳で購入した















公共 ： 民間 ： 新たな公共 ＝ 公助 ： 自助 ： 共助 
① 公   共 ：自然環境や低炭素に配慮した環境の質やエネルギー確保 
           健康で快適な生活が可能なインフラの質 バリアフリー 
② 民   間 ：良好な質のまちのストック 
生活の質を保証する良好な経済環境 
③ 新たな公共 ：安全・安心で良好なコミュニティの質の確保 




































  １ｓｔ：中心市街地と斜面地（外延部）の活用計画 
  ２ｎｄ：中心市街地と斜面地（外延部）を繋ぐコミュニティ交通 











































































































































































































































































図 6-4-1-4 従来型事業構造 
土地・建物所有会社 
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④ 人口密度については、80 人／ha 以上の町丁目の沿線をルートとして設定する 
⑤ 高齢化率については、20～35％の町丁目の沿線をルートとして設定する 
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